






要約:乳児期の育児習慣の違いが、乳幼児突然死症侯群(SIDS)の死亡率に影饗を与えると

考えられている。今回は国の違いによる育児習慣の違いが死亡率にどの様な影饗を与えて

いるかを同じアンケート調査方法を用いて検討した。その結果、就寝時の姿勢の違いみな

らず、母親の喫煙率、シープスキンの使用頻度、添い寝の状況などの因子が関与している

可能性が示唆された。


